
Ⅰ．はじめに

　列状間伐は，作業効率や搬出コストの面で，定性間伐と比較す

ると有利な施業法である。

　このため，本県においても，間伐が行われる際，列状間伐が行

われる事例が増加している。

　列状間伐では，一般的に，伐採列と残存列の間に，上木の被覆

状態をはじめ，外的な環境の相違が生じるが，それらが林地や植

生などにどのような影響を及ぼすかは十分に明らかにされている

とはいえない。

　そこで，本研究では，伐採列と残存列のそれぞれについて，土

壌物理性，下層植生の調査を行い，列状間伐後４～５年経過した

林分において，これらが両者の間でどのように異なるか検討した。

Ⅱ．調査地と方法

　１．調査地の概要

　調査は福岡県嘉穂郡嘉穂町の県営林で行い，林内に３箇所の調

査地を設けた。各調査地の概要を表１に示す。これらの調査地は

標高４００～５５０mに位置しており，全て人工一斉林である。

　間伐木の伐倒は，全ての調査地においてチェンソーにより行わ

れた。その後の集材作業は，調査地１ではタワーヤーダー，調査

地２ではウインチ付きグラップル，調査地３ではスイングヤー

ダーで行われた。

　

　２．調査方法

　調査は，調査地１，２は平成１４年に，調査地３は平成１５年に

行った。

　各調査地に０．０１ha の円形プロットを３箇所設置し，それらの

うち２箇所を間伐列内に，１箇所を対照プロットとして残存列内

に設定した。間伐列に設けたプロットは，間伐作業時に，集材機

械が位置した地点から近い側をプロットA，遠い側をプロットB

とし，残存列の対照プロットをプロットCとした。

　調査項目は①土壌物理性　②下層植生とした。①の土壌は１プ

ロットにつき３箇所から，１００cc の採土円筒を用いて土壌を採取

し，実験室において採取土壌を乾燥させ，物理性の測定を行った。

②の下層植生は低木層（樹高２m以下の樹木）と草本層に分け，

各プロット内で優占度の高いものから３種類を記載した。低木層

に関しては，３種類に満たないプロットでは，観察された樹種の

みを記載した。植被率はプロット面積に対する植生の投影面積で

求め，目視により判定した。

Ⅲ．　結果と考察

　１．土壌物理性

　表２に各調査地における土壌物理性に関する値を示した。土壌

孔隙量のうち，細孔隙の値は，全ての調査地でプロットBの値が
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表－１．調査地の概要

間伐率（％）
間伐後の
経過年数

平均胸高直径
（cm）

平均樹高
（m）

林齢植栽樹種調査地

３３（２伐１残）５２７．５１７．９３４
スギ
ヒノキ

１

３３（２伐１残）４２３．６１２．６３８ヒノキ２

２５（２伐１残）５２３．３１３．９３８ヒノキ３

注）林齢は間伐作業時点，間伐後の経過年数は調査時点におけるものである。

表－２．各調査地における土壌物理性に関する値
孔隙率（％）最大容水量

（％）
プロット調査地

細孔隙粗孔隙全孔隙
３５．７０±６．０６３８．６８±５．９９７４．３８±１０．４０６１．２８±１３．１８A

１ ４６．２０±５．９７３３．８０±８．８９８０．００±３．２０６０．３１±５．８４B
３７．９４±７．２６４２．４２±１１．３７８０．３６±５．３４４９．１３±９．４９C

３４．７４±３．２２５０．００±７．２１７５．７４±４．２４５２．２６±２．１８A
２ ３９．２１±２．０８３６．０４±５．５６７５．２５±４．４９５９．７９±１．３８B

３２．５２±１．７１４２．３１±４．４５７４．８３±２．８６５２．２１±５．９９C

２９．６７±２．２９３１．３５±３．８７６１．０２±３．９６４１．４２±９．７１A
３ ３５．２７±８．０１３４．７８±１４．５６７０．０５±６．６７５０．６９±５．２９B

２８．４７±１．６５３８．７２±３．２９６７．１９±１．６６４５．７７±３．６４C
値は３サンプルの平均値±標準偏差を表す



最も大きかった。残存列と間伐列の間では，降雨の到達様式など

に違いがあると考えられる。しかし，今回の調査では，細孔隙以

外では，全体としてプロット間の土壌物理性の差異に一定の傾向

は見られず，プロット間の値の差も極端に大きいものではなかっ

た。また，これらの結果から，表４に示したプロット間の植被率

の違いが土壌物理性に与える影響は，少なくとも間伐後４～５年

の時点では大きくないことが示唆された。

　２．植生

　表３に各調査地において，下層植生を構成する代表的な植物種

を示した。いずれのプロット間でも，観察された優占種自体には

大きな違いはなく，低木層ではヒサカキ，草本層ではイチゴ類や

シダ科植物が多く見られた。

　表４に低木層，及び草本層の植被率の値を示した。草本層の植

被率は全ての調査地でプロットCの値が他のプロットに比べ著し

く低く，残存列では草本層の発達が明らかに劣ることが示された。

この傾向は，調査地３のように間伐率が低い調査地ではさらに顕

著になり，草本層は残存列ではほとんどみられなかった。一方，

間伐列内のプロットでは調査地３を除き，草本層の植被率は

１００％と判定された。低木層の植被率にはプロット間で大きな差

が見られなかった。

　下層植生は，土砂流出防止機能をはじめ，森林の公益的機能の

発揮に寄与することが知られ，ヒノキ林のように，土壌浸食を受

けやすい林分（梁瀬，１９９４）では，下層植生は重要である。今回

の調査では，間伐後４～５年の時点の林分において，下層植生の

状態の把握を行ったが，いずれの調査地でも，かなりの割合で林

地は下層植生に被覆されており，比較的健全な状態が保たれてい

た。今後は，間伐の効果を詳細に評価するために，下層植生の経

時変化を追跡することが必要であると考えられた。
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表－３．各調査地における植生の概要
草本層低木層プロット調査地

イワヒメワラビ，フユイチゴ，チヂミザサクスノキ，ヒサカキA
１ フユイチゴ，シロヤマシダ，シケチシダヒサカキB

フユイチゴ，コバノイシカグマ，ベニシダヒサカキC

フユイチゴ，イワヒメワラビ，ススキヒサカキ，アオキ，ヤブムラサキA
２ フユイチゴ，イワヒメワラビ，チヂミザサヒサカキ，ヒノキ，クロキB

フユイチゴ，ベニシダ，チヂミザサヒサカキ，ネズミモチ，イヌウメモドキC

チヂミザサ，フユイチゴ，ナガバモミジイチゴヒサカキ，コガクウツギ，ヤブコウジA
３ フユイチゴ，チヂミザサ，キジノオシダヒサカキ，クロキ，ヤブムラサキB

ベニシダ，フユイチゴ，シシガシラヒサカキ，クロキ，コガクウツギC

表－４．各調査地における植被率の値
植被率（％）

プロット調査地
草本層低木層
１００３A

１ １００５B
６５５C

１００１５A
２ １００２０B

５０３０C

４０７５A
３ ６５７０B

５７０C


